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第133回 例 会報告 (7/7)

司会者SAA  橋 口 岸 三

◆会長 ・幹事就任式

S会長・幹事バッチ たすきの伝達

S木槌の引き継ぎ

◆点鐘 会長 横 倉 衆三

◆ロータツング 「国家」 「奉仕の理想J

ツングリーダー SAA 言 沢 ,キ景

●お客様紹介         会 長 模 倉 宛三

鹿阜 恒雄様(パスト分区代理 t東京武蔵府中RC)

福島 ネロ義様(  ″   幹 事 :   ″    )

藤田 育男様(東京町回RC)

0パ スト分区代理 。幹事ご擦拶

∞鹿島パスト分区代理・・

大変貴重な時間を頂戴致しまして、
一言、"祝

いを申し上げたいと思います。昨年 年 大変お世

話になりました。早いもので、もう、梅雨から又

次の梅雨が来てしまいまして私の任務も、どうや

ら無事に終わらせ頂きました。これも偏に赤尾会

長はじめ、皆様方の大変など支援の賜物でどざい

まして、心から感謝を申し上げたいと思います。

これで ,― タフアンが終わった訳ではどぎいま

せんで、私も赤尾会長と同じ様に、今年度は親睦

委員として、入日で頑張って'り ますので、どう

て普様、をいぜい例会にお越しいただ営まして、

精一rTのサービスをさせて頂きますので宣敷お顧

い致します。

福島分区幹事も本国は一緒にお子Lに上がった次

第でどぎいます。

∞福島ノ`スト分区幹事∞

どうも三らぬ分区幹事で、こちらの遠藤幹事に

は何かとご迷惑をおかり致しましたが、
一年間無

事務めを終えることが出来石難うどざいました。

◆会長就任疾拶   会 長 横 倉 舜=

私ll、会長 とかいう器ではないということを真

く解っているつもりですが、ただ会員の中で
一番

年を取っているということから皆さんが花を持た
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せて戴いたということも解

っておりますが、非常に有

難いと思っています。

この心遣いに対して心から

感謝を申しにげる次第であ

'ますt

このことから花いっぱい

運動が生まれてきたとも言

えるのであります。

もなるわけです。

あらゆる分野の人々が交流を深めることによっ

て、その地域に文化も生まれてくることになる。

ビータツーの例会も奉仕活動も、まきに地域の文

化そのものであると思います。

多摩二・―タウンという、新しい行が健全な発

展を遂げてゆくかどうかは、この地域に根ざし

た、東京多磨グ,一 ンロータリークラブが健合な

発展を遂げてゆくかにかかっている、それはクラ

ブの普されが出合いを大切にすること力さら始まる

ものではないかと思います。

人を大切にする人材が集まっているところに人

は央る、会員増強もこれからそんなにむづかしく

はなくなることでしょう。

会員の中には色々なタイプの方がおります。例

会では黙々として食事をし、出席率もほどほどに

達成し、自分のベースを守って帰ってゆく、実は

私もそんなてⅢ間であったように思いますが、いつ

か,― タツーのペースに引き込まれてゆくような

気がしてまいりました。実擦にはこういう会員が

非常に大手ではないかとはうようになりました。

(それは会費が入ってくるからであります。)

また委員会活動にも積極的に活躍 し、 ビータ

リー運動の中心的役割を果たしている方、この方
々によってクラブの運営が保たれてきていると

いっても過言ではない。いずれにしろ色々の方が

いて ,― タリーはおもしろくなっているのだと思

います。

さて、本年のRI会 長のテーマである 「行動に信

念をJ「 信念は行動に」であります。信する所に

従って行Elをと こせば、言画や目的は現実のもの

となります。

また私達の奉仕の証しは、行動によって明らか

にされますとも言つている。

本年度当クラブの活動計画書 も出来上 りまし

た。後在クラブ協議会で発表になりますが計画の

信念は行動に移すことによって達成されるであり

ましょう。首さんのご協力を切にお瀬い中し上げ

ます。これを以て就任の挨少といたします

このクラブ七私で3代目ということになります

が3代日というのはクラブを隆席に導くかすいは

'締 させてしまうかの分れ道に立たされているよ

うFJ気がいたしておりす。

私としてはせめてIt状維持に持って行き度いと

思っております.現 1★維持 とは決して楽なわけで

はあ ,ま せんc絶 えす前と していなければま逼へ

セ向かってしまうからであります。前進を続けな

がら次の年度に送って行 く縦続のための役割も大

きな仕事ではないかと思っておりますc

日本の総理大臣はよく苦 りますが、偉大な総理

が出たあと、次の実力総理が出てくるまで、その

中間のつなぎとしての暫定内閣というのがら ,ま

すが、木年の'― タツークラブは正に暫定政権と

いうことではないかと思いますが、しかし役卓

理手にそうそうたるメンパーが揃つていますの

で、心配はないと思います。

どうかこれからの1年間全会員の～様の心から

のご協ノ」を切にお願い申し上げるものであ りま

す。

ここで,オしを申し ,げておかなりればならない

つ"t,J代会真のH中 さん、官水昨事さんモして前

会長の赤尾さん、十事の連酵さんのす努力に対

し、改めては計セ故意を中しにするものでありま

す。私 もこの2 3ヽ方 ,j準備に とりかかって初め

て、そのごキシが'に しみて解ってまい ,ま し

た。

l_は本年 「山合いを大切にJと いう標計を打げ

ましたけれども、人と人との出合いが私たちの社

会4活 の原点だからと考えたからであります.

■たちは,― タツーに入っていなければこの

50人 の方々とも出合うことはできすにしまったか

もftれない。やっば,こ の多くの出会いを大切に

して行きたいと思います。

また、これからt会 基仕活動などを通じて地域

カブ、々 との交流も上まれ、新しいたし合い 多ヽ く■

まれてくると思います。そのことカキムたちの人生

にとってもプラスになるものと確信をいたしてお

りとす。

人と人との変流は、歴史が作られる元でもある

からです。その作られた歴史が次の世代の歓副と

◆幹事就任挨拶
この度幹事役を仰せ付か

りました北村辛彦でござい

ますc先 通まではブログラ

ム委員長という役日から常

とん方から見て右側の席に

座る機会が多かつたのです

が、この度よりをRIの席に

座らせていただくことに

なり改めてその座 りどこち

幹事 北 村 幸彦



の違いを感じさせられて,り ます。それだけ責任

の重営というか役戦の遠いをまざまぎと感じられ

すになおれませわ。

又曽さん方の兄る目もはたしてあの二人で今年

前年間大丈夫なのだろうか?という不安の眼差し

で見てやられるのではないかという気がいたしま

す。首さん方以上に当の本人産が不安に感じてお

るのですから推して知るべしということかと思い

ます。

会長なともかく、幹事は自信なく力ヽない訳で

すが予いなことに使員、理事の首さん、又4委 員

長の皆され方が′ヽツキンておられまして、この皆

きわ方に後押しをしていたださましてなんとか恥

すかしくない成果を上げたいと存じます。お陰棟

で大変良い令画が考えられておりますのでその中

の2‐3点を重点的に行えばなんとか大過なく行け

るのではないかと考えています。

もとより赤尾年度の業想を越えようなどとlI者

えておりませんじ管さん方もそこまでは要求され

ないてしょう。

幹事役tI"号1さ受けしたもののまったく不勉強

てして幹事要境、手続要覧は読んではいるものの

これこれから勉強させていただくというのがわら

ぎる所でございます。

昨年幹事役″:決まったとを由井特別代表にその

旨申しにげた所 r会長には鐘だけ叩かせておけば

いいからどといわれまして、もとより,― タリー

歴ヽキャリヤヽ長い会長に及まべくもありません

が、会長には迷惑をかけす子足となつてf91けとい

うことだと理解しております。それだけ幹事役と

いうのは大変なんだなど今つくすく感じさせられ

ておる次力です。

いづれにいたしましても過去3年に亘 り立lrKな

成果を上げてきたタラブでありますので幹事とい

たしましてもそれなりに努力し幹事役として楽し

い例会に 'に協力していくことな勿詰ですが、ク

ラブが更に立派な成共を Lげるためには会員相互

の辺耐と友情を高めることであり、それには会員

が少しでも多く例会に出席していただくことであ

りまウ。

会長、幹事が何をしてくれるかではなく、音さ

ん一人―人が何を求め、何をなすかでクラノの将

来がi)tまってくるのではないでしょうか。寝極的

に例会に疹加され一人 人 がアクティブ ,― タ

リアンであることを希望し挨拶といたします。

◆会 務 報 告 会長 横 倉 舜三

7月3日開催の第1回理事会の報告致します。

1前 年度末に入会された新会員に対する所属委員

会を発表致します。

日井  常 会員  SAA,ロ ータリー財団

根本 奉守 ″

積倉 譲 タ

出 席,環境保全

会 報

2 Pr席免除扱いとした会員について、

松原会員、今井会員は前年度から引虚言出席免

除被いとする。

班合会員7月5日都コ行中病院に人院したため持

ち週,理事会で出席免除扱いとした。

3本 年度クラブ活動計画、予算を示認した。

4本 日例会終了後、クラブ活動計画の説明と徹底

を図るため全員協議会を開催致します。

◆幹 事 報 告
1新 入会員候補者

幹事 北 村 幸産

7月3日(■)第1回臨時理事会において新入会員

候箱として鶴海栄二郎氏の会員大会推臨の承認

がなされました。

傷見栄三RE 新 都市センター開発(株)
代表取締役 専務

推薦者 コ 中 賞、横な 舜三

2例 会場変更

東京狛江RC

7/23(金)午 後6時

「納涼家族親睦会」日黒聴類国

8/13(全)休 会

東京武向行中RC

8713(金)体 会

3お 中元のお知らせ

京王観光より"中 元としてカルビスをいたださ

ました。

4ク ラノ班況および活動計画

予算書の中に戦業分類表が入っている。会員名

静の中に主要活動報告が入っている



委 員 会 報 告

◆出 席 委 員 会 委員長 遠 藤 二郎

総 数 出 席 M u 欠 席 出席率

日
告
本
報 47

命
を
力
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回
正
前
訂

47 44 1 3 9362%

若林 法 和 早く本格的な夏が来ますように。

足立消三郎 新年度の初例会を記念して。

小城 章 員 憤倉、北村新体制に期待します。

出席免除者 3名

欠「_F届出者

橋水 手夫、関同 俊二、戸田 R召寿、津守 弘範

欠席著

J 坂ヽ  ヤ11

◆親陸委員会
0今 月のお祝い

います.

杉田  誠

委員長 言 尾 警太郎

初例会で七夕ですネ。

新役員理事の背枝、1申笥成長ってくださ

い。遠藤どんN5Fの記生日おめでとう

199394t71例 会、本年も宜しくお願

いしますc

会報委員の方々1年間生敷

女房の誕生祝有難うごぎいます。

初例会で七夕ですね。

積倉年度の1年、SAAで 頭張 りま

,o

今 日から幹事役をつとうさせていた

だきます。よろしく

今日は七夕で、つい若い頃を思い出

しました。

新年度にあたり

新年度発足おうでとう

本年度 トップでメースティ カ ード

を頂き、ありがとうどざいました。

本年度初例会、おめでどうどざいま

す。旺島パスト分区代理、福島夕`ス

ト分区幹事1年間ご吉労様でした。

新年度初例会、七夕ですね。

939特 倉会長年度初例会なので

二]ニ コポックスの健全な発展を

願って

積倉、ヨLt十年度第171_A。何となく目山度
いですネcお まけにt夕ですし。

日年度中は大変お世話様になりまし

た,新 年rF ttt」l会を祝してc

本年は特別なごtl力をようしくお願

いします。

以上 合 計 66,000円

リー1青報委員会

村上  久

伊神  稔

僑口 洋 三

小島周二郎

中山 恒 武

須藤 起 雄

萩生回茂夫

北村 幸 彦

森日 森 子

男

実

雄

末

　

木

俣

中

尾

渚

田

赤会員記,日 、同共人41生日、御両人の結婚記念
日の"】 いを今年度変えますc各 々当日にタイム

)―にお祝いを、お宅にお届け致します。
尚、例会日当日の方には直接この場でお渡しを
したく、本日は遠軽全員の甚■日です。

赤尾 本 姓

新海源四印

海野 栄 一

言尾警太郎

ツタ資高コ

∞
　
　
ュ

祝

範

婚

弘
結
前
∞

∞会員証生祝∞

赤に サヽ廿、橋 i十 二、連離 二郎

∞夫人誕生祝∞

橋本 武 r、横倉 文子

★★★★★★☆★十★★

★★★★十景景財&★
親睦委員 中 山 1原―郎

宮本 誠

遠藤 二 郎

横倉 舜 三

鹿島 恒廷検 福 島和義様

前年度は多摩東分区の

運営にご協力下さいま

してら ,ちiとう声ざい

ました。

藤田 育募様 水 日はよろ

しくお願い致します。

吉沢  洋 景  横 倉年r7Fの

阿始、おめでどうごぎ

◆回―タ

委員長  赤 尾 恭姓

ヽ委員会と致しましては、早速木日より活動を開

始致します。お手元の資料の中に、グ ,― ンの

B5の 半サイズのものがどぎいます。これは、本

年度の活動言回の一環として出来る限り、毎週、

このメモを円ビ布いたします。情報の種類によっ

て、4を 変え(4種類の色を用)て、発行します。今年度lr例会ですね.



「ロータリー豆気議Jと 名付け、例会の席で見

て、理解して正きたいと思います。

この様な活身で、共通の知識は、皆様に行き

届 くはずです。その結果、ロータツーについ

てお互いに共通の話がで きるようにロータ

リーの言葉を覚えて頂音たいとまいます。

退 任 挨 拶

◆ 直 前 会 長      赤 尾 恭雄

「日―タツーは心のギア(歯車)J

十年7り11日の初例会をス

間を埋める環境のすべてにおける生活信条は、

r― タリーの事想によって裏打ちされることが究

極の姿であり、そのためのエネルギー源は,― タ

リーによって育まれる心の歯車にほかなりませ

ん。

,― タツーの永い歴史の中で、数多くの先警

ビータリア/が 古悩の中で案き上げてきた哲学

思想の実盛は、現存するP― タフアンに与えられ

た特権であり、また責任でもあります。ロータフ

アンである以 上少なくとヽこれを青説して行動す
べきと考えます。

木年度は幸いにして、 「パランスの取れたクラ

ブ業績に対する会長貫J「 会員増強率優秀賀J及

び花兄例会でど敏露したクラダ活動に対する 「ガ

ク(十一貫J等 の長貫対象となりましたが、このこ

とはわがクラブが順調な歩みを重ねて成長まをに

あることの証しではないでしょうか。

日中 宮 本年度を引Illいで1年、それを越える

ことができたかどうかは甚だ疑問もありますが、

ますは大過なく一応の責任ほ果たせたものと安塔
4●しております。

次年度は,― タリー情報委員長として、本年度

多少なりと 不ヽ完全燃焼だったエネルギーを夏に

リフレッシュさせて債含 北 村年度を支援致した

いと考えております。

最後に、本年度のRI会長クブフォー ド・アク

ターマン氏のテーマとわがクラブ方針を復唱させ

て頂き退任のど技Flといたします。

RcょlHょpPincss is Hclping Othcs

(まことの幸福は人助けから)

地域を見つめよう

Ith域に ,― タブーの輪を ・・

◆ 直 前 幹 事

追とに当たリー言ご佼抄

中上げます。

本年度は3年 日という当

クラブ創立期として大事な
一年間でした。

先日まとめました活動報

告書記眼の通 り各委員会の

活動は、非常に索晴らしい

結果が得られました。

遠藤 二郎

,一 卜に、被ガンラプの

1992‐ 93年 度の幕がき

って落とされ、 「地域を

兄つめよう 地 域に,一

メリーの輸を  Jを タ
ータットとして活動して

まい 'ま したが、今、そ

の暮を開じようとしてお

,ます.長 いようにはじ

た1年も、振 り返ってみればまことに短い1年同で

あったとの実感以外ありません。当初考えていた

ことのかなりの部分を果たし得なかったとの感を

強くしております。

会員つ常 `ん 、特に役員 .型車の方 々には、

11ギ1に 23コ の即■全 を開十‖す るクヽ 一 十スケ

ブ i― に市!えてクラプの運占をど支授を■きなが

ら当初両を全うし得なかったことは、会長である

■の不tの 致すところと些か,梶 たるものがあり

ます。

さて、本年度の全_F‐を llせつかつて1年岡に、

這常では得がたい財とを得ることができたことも

また事実です,そ れまで見えなかったクラブ内の

こ !ガ地えてきたこと、そして'テ ダの'|に多 く

のア人を得ることがでせたこと、ローナリーが碇

気ながら理解そさてをたこと告々うて、私にとって

何物にも代えがたい亭びです。

特に、ロータツーが見えてきたことは最高の喜

ぴであ '、 それが自分自身の心の歯車に限りなく

エネルギーを与え続けてくれるものとの自信が淳

|工てまいりました。

我々の家庭 ・聴そ れ 会の諸々の生活とその叶 これは全て本年度クラブロ標であります



“
地域を見つめよう

地域に,― タリーの輪を
"と
の

赤尾会長の提言を受け全会員が奉仕活動に協力

いただいた結果だと思います。

特に会長の提案で実施されました活動計画

チェックリストはともすれltF中だるみする一年間

を四半期に分け活動状況を市に把握し,― タブー

クラブとして奉付!活動の実践に努力できるよう考

えられたものでした。

ど存じの通 りその効果は非常に大きな物があり

ました。

先にど発表が有りました 「ノ`ランスの取れたク

ラブに対するRI_A長貨』はクラダ奉仕 ・暖業奉仕

関連、また社会奉仕及び国際奉仕関連等社会奉仕

活動の全般に波って業績があったクラブのみに5~

えられるものです。したがってこのR陰 長貫を受

貫したということは全世界で25000以 にもある

といわれるクラプの中でも我がグリーン,― タ

ツークラブは特に秀でて社会奉仕活動を熱心に行

うクラブであると、認められたことになります。

私たちはグツーンの会員であることを大いに誇り

にして良いのではないかとおもいます。この様に

今年度委員会活動も大変実績を上げることができ

ましたが理事会もgF行にクラブ運営に努力されま

した。

因みに理事会の出 r.率を申しにげますと

100% 2名  95% 2名  90% 3名

80% 1名  と なっています。

出rr率もさることなから時間を延長することは

しばしばでクラブ運営のため毎日真剣に討議が行

われました。

臨時理事会を合め23口 、これに核選理事会を加

えますと通算31回 閉にされました。この熱者がク

ラデ全体に伝わけ水年度の実摘にもつながて,たの

ではないだろうかとも思って店 ります。

また数手に現れた業績のみでなく特"1代表、J'

びにス下ンサークラプのわがクラブ創立の日標で

あ ,ま した 「明るく、楽しく、格式あるクラブJ

にとの意思に沿って木年度は全員相互の親睦も更

に深まリー歩も二歩 も前進できた年度ではなかろ

うかと思います。

せて、一年間私な幹事を担導させて頂きました

が、不勉強なため、肯様にな大変ご不使をおかけ

致しましたことを深くおわび申し上げます。

しかしながら皆様の暖かいど指導と、ど協力に

支えられ、何とか本日を迎えることができまし

た。有り難う御座いました。

今年は大したことは、何にも出来なかったので

来期も、もう一年やり直したらどうかとのど意見

もある哉lC憾きましたが、仮に来年もということ

でしたら今度こそ、今年の経残を話かして自信を

持って皆様のお役に立てるかと思っております

が、残念ながら規約に基づき本日をもって退任致

します。

最後に、この一年を通じて感じたことを申上げ

ますとビータリーで大事なことな親陸であり奉仕

であることは申すまでヽありませんが、これを自
~gl車
の前臨にたとえるとしますとクラプの定萩、

茉1則は後輔に値するのではないかと思うのです。

車を安全に、より快適に、走らせるためにはすべ

ての輸が、同じ方向に、スムーズに回転すること

が必要条件になります。規約を守ること、また正

しく運用していくことは大変に難しいことですが

細綾の運営上この上無く大事なことだと痛感致し

ました。
一年間のご指導とご協力に深く感謝申し上げま

す。

ありがとう御座いました。

全 員 協

例会終了後 13100 1ヽ400の 間で全員協議会が

開催され、各委員長より、新年度活動方針の発表

がされた。

議 会

東京多摩グリーン回―タリークラブ
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幹   車 ,■ lr=吉   委 章 i3事 束一 典 不■苫 当 PI=■

合取吾員長 !J十鼻日,「      JI坂 ―F と はTFに

ヤ例会場 ヨ摩そご,デ lf―卜7● サファイヤ十iン行 !卜|′一生

車葛高 i rP〒ぎ手峰市者含Bユ7

■Eti'デ ービ|し'=
千三|  ,H711'7,||をI FI―|( tと',|デ「|lt=

“柳f二 「五十摩こに ! 1■ F i号だ F !ど! `


